
平成1 3 年度 工 学部 技術講習会( ネットワ ー

クグル ー プ担当分)

技術部ネットワ
ー

クグ ル
ー プ 伊藤篤 中村勝 新美治利 平山かほる 山本好弘

今年の 技術講習会(ネットワ ー

クグ ル
ー

プ担当分) は ､
W e b 技術を中心とした｢情報の発信と共有｣ として9 月

に2 テ
ー

マ (各1 回) ､
コ ン ピュ

ー タウィル ス 関連を1 2 月 に1 テ
ー

マ( 1 回) の合計3 テ ー マ( 計3 回) を開催した｡ 以

下に各テ ー マ の 概要を示す ｡

○第1 回｢ グル ー

プウエ アによる情報共有｣ では ､ 最近多くの製品がリリ ー

ス がされ注目を集めて い るグル ー

プウ

エ ア の機能 ､ 仕組 みなどの 紹介とネットワ
ー

クグル ー プで運用したレ ポ ー

トを交えて
､
実際にP C 上で換作を体

験しながら講習を行 っ た｡

○第2 回｢ ホ ー ム ペ ー ジによる情報発信｣ では
､ 技術部メ ン バ ー が各個人 で自分の業務や技術内容をネ ット上に

発信することが出来るように
､
ホ

ー ム ペ ー

ジを作成し技術部 w e b サ
ー バ にアッ プするまで の 操作を実際にP C

を用い て実習形式で行 っ た｡

○第3 回｢ デ ー

タフ ァ イルを守るには｣ では ､ 世界的に広まり学内でも多くの感染と障害が報告されたコ ン ピ ュ
ー

タウィル ス の 被害からP C とデ ー

タを防衛する方法や感染した場合の対処方法､ さらに自分自身が知らな い 間

にウイ ル ス をバ ラまくことにならない ように 日頃の 注意点を実例を交えながら紹介した o

今回 の講習で取り上げたテ
ー

マ は ､
いずれも現在のネットワ ー ク利用技術の 中でも基本的なもの であり､ 常時

接続回線が以前から整備されて い る大学の技術者にとっ ては 当然の ツ ー ル として利用される べ きもの である｡

特にグル ー プウエ アは ､ 現在の ように居室が分散して い る状況で の コ ミュ ニ ケ ー

シ ョンと情報 共有､ 協調作業

支援､ グ ル
ー

プ意志決定支援 ､ ビジネス プ ロ セ ス など優れた機能性を有して い るの で技術部 - の 早急な導入を

提案するo

講習会参加者の皆様 の 中で
､ 講習時間内で習得出来なか っ た事や不 明な点は ､ t e c h

-

a d m i n @ e n g . m j .
-

u . a cJ p

までお 問い合わせ 下さい ｡ なお , 講習会で用いたプ レゼ ン資料は ､ 下記の ホ
ー ム ペ ー

ジで公開して います｡

平成1 3 年度 技術講習会

尊 第1 回 ｢ グル ー プウ エ アによる情報共有 ｣ 9 月 1 1 日(火) 1 3 時 - 1 6 時
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山かほる 伊藤篤 山本好弘 中村勝 新美治利

葦 受講
◆

藤浩 山本尚登( 教育学部)

沓 第2 回 ｢ ホ ー ム ペ ー ジによる情報発信 ｣ 9 月 1 8 日(火) 1 3 時 - 1 6 時
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二 義 和藤浩 山本みどり
~~~~
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尊 第3 回 ｢ デ ー

タフ ァイル を守るには
一

日常の コ ン ピ ュ
ー

タ管理 に つ い て -

｣

1 2 月1 3 日(木) 1 3 時 - 1 4 時3 0 分

喜一..-ーー -一芸 --一幸芸諾蚕菅請 蘭 書看 蘭 看
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重

会場就職情報室お よび 工学部大会議室

予算3 万9 千円( 書籍)

ホ ー ム ペ ー ジ 三重大学工学部技術部 h ttp :/ / Ⅵ Ⅶ Ⅴ
. e n g . m i e

-

u . a c .jp/ t e c h/ 技術講習会を参照
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